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1. まえがき 

プレキャスト RC 版舗装（PRCP）は，工場で製作された RC 舗装版を路盤の上に敷き並べて構築する舗装の

一種である 1)． プレキャスト RC 版は良好な条件で養生されるため，高い強度を有し，かつ鉄筋で補強され

ている．PRCP には便宜上通常のコンクリート舗装の設計法が準用されていることから，このような PRCP の

特徴が十分に考慮されていない．本論文では，PRCPの構造的な特徴を活かした構造設計法の考え方を提案し，

それを明かり部の舗装に適用した場合の設計例を示す． 

2. 構造設計法 

2.1. 基本的な考え方 

舗装の要求性能としては，設計期間内に疲労による RC

版の表面横ひび割れが生じないこととする．したがって構

造解析の基本的な考え方としては，交通荷重による縦自由

縁部の曲げ応力を用いた疲労解析を行う．また，コンクリ

ート版の下面が疲労破壊を起こし底面にひび割れが発生

しても，そのあとは鉄筋が疲労するまで舗装は供用できる

ものとする 2）．本研究で提案する PRCP 構造設計法の最大

の特徴は，コンクリート版下面の疲労と，その疲労破壊が

生じた後の鉄筋の疲労の 2 段階を考えることにある．すな

わち，図-2 のように RC 版底面にひび割れが発生するまで

の期間を T1（ステージ 1），RC 版底面にひび割れが発生した後，鉄筋が疲労破断するまでの期間を T2（ステ

ージ 2）とすれば，PRCP の全設計期間 T は T = T1 + T2 となる． 

2.2. 疲労解析法 

2.2.1.  RC 版 

RC 版の疲労解析は通常のコンクリート舗装の場合と同様である 3）．ただし，応力解析には 3DFEM を用い

る．その際，RC 版の鉄筋は無視する．温度応力は岩間の式を用いる． 

2.2.2.  鉄筋 

ひび割れ後においては，引張側のコンクリート部分の剛性は無視し，引張力は鉄筋が受け持つとする．その

場合，中立軸から圧縮縁までの距離 xおよび，版厚からかぶりを除いた有効高さ d から，等価断面 2 次モーメ

ント eI は(1)式となる 4)．bはコンクリート版の幅(=150cm)である．この等価断面 2 次モーメントと等しくな

るようなコンクリート版の等価断面厚 'h （圧縮側のコンクリートと引張側の鉄筋による曲げ剛性を，コンク

リート単体に置き換えた厚さ）は(2)式によって計算できる． 'h を用いて 3DFEM 構造解析を行ない，交通荷重 

による断面モーメントM を求める．求めた断面モーメントから(3)式によって鉄筋応力    を計算する．      

pは鉄筋比， )3/1( kj −= ， kは中立軸比である．次に，RC 版上下面の温度差よる温度モーメント   を求

め(3)式から温度による鉄筋の応力   を計算する．以下の式をまとめると次のようになる． 
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図-2 PRCP の設計寿命 
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合成応力        を鉄筋の疲労曲線 5）に適用して許容繰返し数求め，疲労度を計算する． 

3. 疲労解析結果 

RC 舗装版は厚さ 20cm, 23cm, 25cm．主鉄筋はφ13mm を 6 本，φ10ｍｍを 2 本長手方向に上下に配筋する

ものを最大とし，鉄筋量を減らす方向で変化させた．目地にはダウエルバーを配し，ある程度の荷重伝達を確

保する．長期間の供用で目地付近にコンクリート版と路盤との間に厚さ 4cmのアスファルト中間層を設ける．

路床は CBR6%の材料で路床を構築する．解析期間は 20 年と仮定した．  

図-3 は RC 版の疲労度と版厚の関係を示したものである．疲労度と版厚の関係は片対数でほぼ直線の関係が

あることがわかる．交通量が大きいほど，曲げ強度が小さいほど疲労度は大きくなる．  
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図-3 RC 版の疲労度と版厚の関係 
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図-4 鉄筋の疲労度と鉄筋比の関係 

図-4 は鉄筋の 20 年間の疲労度と鉄筋比の関係である．鉄筋比が大きいほど疲労度は小さくなる．鉄筋比が

0.003 より小さいと疲労度は急激に増加することから，この値が 1 つの目安といえる． 

3.1. 構造設計例 

これらの図を用いて，PRCP の構造設計例を示す．設計条件として，D 交通で RC 版の曲げ強度を 4.9MPa と

し，RC 版厚を 23cm とする．設計期間 40 年として必要な鉄筋比を求める．図-3 より 23cm の RC 版の疲労度

は 6.8 となる．すなわち，20/6.8=2.9 年でひび割れが発生する．設計期間は 40 年であるから，40-2.9=37.1 年は

鉄筋で持たせなければならない．そのための疲労度は 20/37.1＝0.53 以下である．図-4(b)より疲労度 0.53 とな

るD交通に対応する鉄筋比は約 0.0029である．したがってこれ以上の鉄筋比となるような配筋を行えばよい．

ただし，この鉄筋量は下側のみの鉄筋比であることに注意する． 
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